
主催 (公財)福岡市施設整備公社

平成２９年 １月２６日

「福岡市における民間住宅の「福岡市における民間住宅の
耐震化への取り組み」耐震化への取り組み」
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第１部 震災に対する福岡市の取り組み

「福岡市における民間住宅の「福岡市における民間住宅の
耐震化への取り組み」耐震化への取り組み」

（公財） 福岡市施設整備公社
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平成２９年 １月２６日



■本日のお話し

１ 熊本地震の被災状況

２ 福岡市の支援状況

３ 福岡小中学校 公社修繕状況 報告

（参考） 東日本大震災（仙台市）派遣報告 ・・・ 別紙

４ 市有建築物 耐震化への取り組み状況
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1-1 熊本地震の被災状況

・4/14 21:26 M=6.5 震度７ (前震)

・4/16 1:25 M=7.3 震度７ (本震)

■地震規模等
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1-2 熊本地震の被災状況 ・・・ 熊本城
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●熊本城の被害状況 （重要文化財）

・ 復興までの期間 ・・・ 約２０年
・ 復興の費用･･･ ６３４億円（試算）

熊本城天守閣 瓦の崩落

西日本新聞（10/14 夕刊より）



1-3 熊本地震の被災状況 ・・・ 市庁舎
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・熊本県宇土（うと）市庁舎の被災状況

朝日新聞（４／１６）より

● 防災関連施設 ・・・

・庁舎や消防署本部など，
災害発生時，対策拠点となる施設

・学校等の耐震化を優先した結果，
市庁舎の耐震改修計画に遅れが
生じた。



1-4 熊本地震の被災状況 ・・・ 市内の建物

7

● 市内のマンションの倒壊

● 市内店舗 （ｼｮ-ﾙ-ﾑ ） 倒壊



1-5 熊本地震の被災状況 ・・・ 市内の建物
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建物の被害状況

● 住宅１階車庫の崩落

● 市内の住宅の倒壊



1-6 熊本地震の被災状況 ・・・ よう壁
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宅地の被害状況



2-1 福岡市の支援状況 ・・・ 応急危険度判定

●応急危険度判定士の役割

・余震による建物の倒壊などから，人命にかかる二次災害防
止のため地震直後に調査を実施。

・建物の危険性について，居住者だけでなく，通行人等に対
して周知することを目的としている。

建物の危険度に応じた 「赤色･黄色・緑色」 の貼り紙
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2-2 福岡市の支援状況・・・ 応急危険度判定
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応急危険度判定

危 険 要注意 調査済



2-3 福岡市の支援状況 ・・・ 被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定



2-4 福岡市の支援状況 ・・・ 応急危険度判定結果

●応急危険度判定の結果（全体）
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2-5 福岡市の支援状況 ・・・ 被害認定調査

●被害認定調査とは？

・「全壊」 「全半壊」 「半壊」 「一部半壊」 の認定を行う。
・被災した住宅の傾斜，外壁，基礎等の損傷状況を調査。

「罹災証明書」の発行。

・「罹災証明」･･･ 被災者生活再建支援金，義援金，税金や
保険料の減免。応急仮設住宅の入居条件
などの基礎資料となる。

■応急危険度判定は，罹災証明書のための調査や被災建
築物の恒久的使用の可否を判定するものではない。
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（参考） 公費での損壊建物解体進捗状況

・「一部半壊」 判定 ・・・ 耐震補強費用の公費 一部補助

・仮設住宅 ・・・ ４，３０３戸 完成
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●公費解体 申請棟数 ・・・ ２６，３９３棟 （H28,12月末）

解体済棟数 ・・・ １１，５９４棟 （進捗率 ４３．９％）

＊公費解体進捗状況 ○熊本市 ３，１６２棟解体済み (40.7%)
○益城町 ２，１８４棟解体済み (46.6%)
○宇城市 ６２６棟解体済み (25.2%)

(熊本県災害廃棄物処理支援室 H28.12月末)



3-1 福岡市立学校 公社修繕状況 報告
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熊本震災 福岡市
4/14 （震度 ４ ）
4/16 （震度 ５弱）

● ４６校（５８件）で損壊

市立学校 校舎（５８件）
・内壁・外壁・天井 のｸﾗｯｸ，
ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄｶﾊﾞ-

脱落



3-2 福岡市立学校 公社修繕状況 報告

17●ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ 修繕状況

●エキスパンションジョイント （Eｘｐ．Ｊ．）とは？
建物が長い場合，構造が異なる場合，増築する場合などでは，建物の揺れ
方が異なるため，建物間の影響を少なくするために設ける空間（スキマ）。

●エキスパンションジョイントカバ－ （Eｘｐ．Ｊ．C） ＝ 空間を覆う金属板

＊学校の校舎や渡り廊下等で施工することが多い。
（W = 建物高さの H/10程度 ： 学校では 10cm～15cm程度）



（参考） 東日本大震災派遣報告

• 平成23年3月11日(金） 14：46頃 （仙台市において）

地震名：平成23年（2011年）

震源：三陸沖 ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ：9.0
震度：５強～６強

地震後30～40分後：高さ7～15mの津波到来

• 平成23年4月7日（木） ２３：３２頃

震源：宮城県沖 ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ：7.1
震度：５弱～６強

（津波やその後の余震による被害を含め「東日本大震災」と呼ぶことを

4/1 に閣議決定）
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2011/03/11 仙台市消防局ヘリから撮影

屋上に避難した児童や地域住民（荒浜小学校）））
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荒浜小学校

大きな被害を免れた仙台中心市街地

津波で大半の家屋が流失した
荒浜地区の住宅地

海水が流入した水田

襲来津波の堤防の役目を
果たした仙台高速道路

太平洋側

2011/03/182011/03/18 仙台市消防局ヘリから撮影仙台市消防局ヘリから撮影
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市街地側



沿岸部の被害状況（荒浜地区近辺）
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沿岸部の被害状況（荒浜地区近辺）

南三陸町防災対策庁舎



4-1 市有建築物 耐震化への取り組み状況
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●耐震対策方針
災害に強く，安全で安心して暮らせる都市を目指す。

●「阪神淡路大震災」 「福岡県西方沖地震」を踏まえた
「福岡市公共施設の耐震対策計画」策定（平成１７年度）

●耐震指標（建築基準法）
・中規模地震時（震度５強程度） ・・・・・ 建物に損傷が発生しないこと。

・大規模地震時（震度６強～７程度）・・ 建物に部分的な損傷は生じる
が，倒壊などの大きな損傷を
防ぎ人命が失われないこと。



4-2 市有建築物 耐震化への取り組み状況
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●対象となる建物
・災害対策本部の拠点となる庁舎や消防署，避難施設
となる学校校舎や体育館，ライフライン関連施設
多数の市民が利用する施設等

●「耐震診断」 「完了」

●用途に合わせた 「耐震改修工事」

「ほぼ完了」



（参考） 地震から身を守る１０カ条
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終わり

ご清聴ありがとうございました

主催：(公財)福岡市施設整備公社

改修が進む 熊本城飯田丸五階櫓 （熊本城HPより）
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